
地域保健関連の政策評価・事業
評価における今後のあり方

資料４



標準化されたデータによる評価と情報の開示
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●質の高い対人保健
サービスの実施

●広域的な課題に的確に対応した対物
保健サービス（モニタリング等）の実施

●実施結果●実施結果と評価●実施結果と評価

●実施結果と評価

●食品の衛生状況
●環境衛生状況
●医療監視状況

等

施 設

●全国評価の還元

● 国民への積極的な評価情報の提供 （新聞、雑誌、インターネット等の積極的活用）

●全国評価の還元

●モニタリング情報等のフィードバック

●全国評価の還元

●健康に関する
計画の提示

●健康に関する
計画の提示

●監視指導計画
等の策定・提示

●監視指導指針
の策定・提示

●規格基準の
設定・提示

評価

評価

○ 地域保健活動に対する標準化された評価指標・
評価方法の確立

○ 評価情報の還元のための仕組みの再構築

● 各地方自治体は、自らの事業評価及び国による全国規模の評価
を踏まえ、全国や地域における自らの公衆衛生水準の確認に
基づいた、自発的な地域保健対策を推進

● 地域住民は、在住地域における公衆衛生状況の十分な把握や
理解により、行政側等に適切に働きかけ

【実現のための方策】

対人保健
分 野

対物保健
分 野

国

格差の
参酌基準
の設定

標準化されたデータ


